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健康友の会みみはら2024年１月会員数

会員数 94 , 118 （前月比）－� 8
手配り 29 , 035 （前月比）＋� 35
郵　送 9 ,066 （前月比）－� 34

会員世帯数� 40,974（1/31現在）［前月比 8増］
協同基金到達額	 2,457,482,000円（1/31現在）
� ［前月比 1,800,000減］
協同基金出資者数	 22,527名（1/31現在）

分散会

江戸会長森専務

在宅クリニック 奥村先生

会場からも積極的に発言

　

２
月
１
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
多
目
的
室
で
、
拡

大
代
表
世
話
人
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
職
員
合
わ
せ
て
70
人
が
参
加
。
友
の
会
結
成

40
周
年
に
む
け
て
、
来
年
度
の
支
部
活
動
に
つ

い
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

原
発
（
原
子

力
発
電
）
っ
て

日
本
に
必
要
？

▼
ま
ず
、
１
月

１
日
に
お
こ
っ

た
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
震
災
の
被
害
も
さ
る
事

な
が
ら
、
北
陸
電
力
志
賀

（
し
か
）原
発
は
大
丈
夫
な
の

か
気
に
な
っ
た
。
１
月
15
日

の
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
志
賀

原
発
の
敷
地
で
は
震
度
５
強

で
、
変
圧
器
破
損
、
油
大
量

漏
出
、一
部
電
源
途
絶
で
、情

報
が
二
転
三
転
し
た
。
活
断

層
の
長
さ
は
今
ま
で
は
96
㎞

と
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
今

回
の
地
震
で
約
１
５
０
㎞
の

活
断
層
が
ず
れ
た
と
の
事
。

「
想
定
外
で
し
た
」で
済
ま
せ

ら
れ
る
問
題
な
の
か
な
あ
。

志
賀
原
発
は
、
現
在
運
転
停

止
中
だ
が
再
稼
働
に
向
け
て

の
申
請
も
準
備
中
と
聞
く
。

ま
た
以
前
、
今
回
の
地
震
で

甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
珠
洲

（
す
ず
）市
で
は
、「
珠
洲
原

発
」
の
建
設
計
画
が
あ
っ
た

が
、
住
民
の
根
強
い
反
対
運

動
で
計
画
が
中
止
に
な
っ

た
。
建
設
・
稼
働
し
て
い
な

く
て
よ
か
っ
た
▼
現
在
日
本

海
側
に
は
７
つ
の
原
発
が
あ

る
。
柏
崎
刈
羽（
新
潟
）、
志

賀（
石
川
）、
敦
賀
・
美
浜
・

大
飯
・
高
浜（
福
井
）、
島
根

（
島
根
）だ
（
太
字
は
現
在
稼

働
中
）。福
井
県
の
原
発
は
近

畿
地
方
の「
水
瓶
」で
あ
る
琵

琶
湖
の
目
と
鼻
の
先
だ
。
一

方
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
話
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で

い
な
い
様
子
。
ド
イ
ツ
は
２

０
２
３
年
４
月
に
原
発
を
停

止
し
、
今
後
40
年
か
け
て
廃

炉
に
す
る
そ
う
だ
。
原
発
っ

て
本
当
に
こ
の
地
震
国
の
日

本
に
必
要
な
の
か
な
あ
？

�

（
岡
本
裕
宏
）

　

に
、
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
鳳
ク
リ

ニ
ッ
ク
建
設
運
動
の
進
捗
、

総
合
病
院
の
目
指
す
医
療
、

堺
区
で
の
ひ
ま
わ
り
会
の
施

設
建
設
に
つ
い
て
の
報
告
が

各
責
任
者
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
健
康

運
動
指
導
士
の
田
中
さ
ん
の

指
導
で
身
体
を
動
か
し
た

　
江
戸
会
長
の

あ
い
さ
つ
の

後
、
森
専
務
か

ら
、
情
勢
と
同

仁
会
が
進
め
て

い
る
事
業
の
報

告
が
あ
り
、
役

職
員
、友
の
会
、

地
域
の
協
力

で
、「
み
み
は
ら

２
０
３
０
年
の

樹
」
を
よ
り
実

り
の
多
い
も
の

課
題
に
、
仲
間
を
増
や
し
て

「
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ふ
れ
あ
い
支
え
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
」を
広
げ
よ

う
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
各

支
部
で
の
活
動
や
悩
み
を
共

有
し
、
来
年
度
の
取
り
組
み

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
ま
し

た
。「
知
ら
せ
よ
う
」「
コ
ミ
ュ

後
、
篠
原
事
務
局
長
か
ら
、

２
０
２
３
年
度
の
活
動
の
振

り
返
り
と
、
２
０
２
４
年
度

方
針
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
友
の
会
結
成
40
周
年
の

年
で
あ
る
２
０
２
４
年
度

は
、「
み
み
は
ら
２
０
３
０
年

の
樹
」
の
実
現
に
向
け
た
事

業
と
運
動
を
進
め
る
た
め
、

「
担
い
手
増
や
し
」を
最
重
要

　
講
義
で
は
、
訪
問
診
療
を

利
用
す
る
条
件
、
入
院
や
外

来
と
の
違
い
、
国
民
の
願
い

と
は
大
き
く
離
れ
て
84
％
が

医
療
機
関
で
亡
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
現
実
、
そ
の
理
由

な
ど
先
生
の
家
族
の
例
も
出

し
て
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
在

宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
実
際
や
利

用
者
の
増
加
、
理
想
の
終
末

期
を
迎
え
る
に
は
『
い
い
と

こ
取
り
』
を
し
な
が
ら
療
養

拡大代表世話人会議集中討議拡大代表世話人会議集中討議

し
て
い
け
ば
い
い
と
い
う
話

や
、
他
の
医
療
機
関
と
の
連

携
の
話
な
ど
、
今
ま
で
「
在

宅
医
療
」
を
過
小
評
価
す
る

面
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
か
ら
も
、

「
在
宅
医
療
」へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
期
待
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
能
登
半
島
地

震
の
被
災
者
の
こ
と
や
、
医

療
現
場
の
厳
し
さ
を
考
え
る

と
政
治
の
役
割
の
大
切
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　
（
泉
ヶ
丘
西
支
部

�

大
槻　
洋
子
）

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
集
う
」「
つ

な
ぐ
輪
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
集
中

討
議
の
内
容
を
元
に
、
２
０

２
４
年
度
の
方
針
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。�（
事
務
局
）

　

南
区
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
毎
年
新
春
の
つ
ど

い
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
誰
も
が
抱

え
て
い
る
「
病
気
を
し

た
り
、
ま
ち
が
い
な
く

迎
え
る
最
期
を
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
心
配
を
少

し
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
、

在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
奥
村
伸

二
先
生
を
招
い
て
「
在
宅
医

療
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
新
春
の
つ
ど
い
な
の

で
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
の
苦
し
み
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
初
め
に
難
波
家
狂

言
さ
ん
の
落
語
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

「「
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
はは
人
づ
く
り

人
づ
く
り
」」をを
合
言
葉

合
言
葉
に
、
に
、

友
の
会
結
成

友
の
会
結
成
4040
周
年
周
年
ま
で
に

ま
で
に
1010
万
人
万
人
のの
組
織
実
現

組
織
実
現
をを

新春新春ののつどいつどい
で
、
で
、在
宅
医
療

在
宅
医
療
に
つ
い
て

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

学
び
ま
し
た


